
大学植物園の役割探る

京大で公開シンポ

大
学
法
人
化
で
岐
路
に
立
つ
京

都
大
な
ど
大
学
植
物
園
の
将
来
を

考

え
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

雇

物
園
は
い
ま
」

盆
ふ
大
植
物
園
を

考
え
る
会
主
催
）
が
こ
の
ほ
ど
、

京
大
時
計
台
記
念
館

企
昼
都
市
左

京
区
）
で
開
か
れ
、
岩
槻
邦
男

・

丘
麓

墨

二
人
と
自
然
盆

易

酷

長

ら
が
、
社
会
に
お
け
る
植
物
園
の

役
割
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。

岩
槻
館
長
は
植
物
分
類
学
の
第

一
人
者
で
、
京
都
大
教
授
の
と
き

に
京
大
植
物
園
の
管
理
を
担
当
、

墓

曇

〈理
覇

鷲

競

植
物
園

（小

石
川
植
物
園
）
の
園
長
も
務
め
る

な
ど
、
国
内
外
の
植
物
園
に
詳
し

い
。岩

槻
館
長
は
、
植
物
園
に
は
研

究
利
用
の
ほ
か
に
、
科
学
的
思
考

を
養
う
場
、
憩
い
の
場
と
し
て
の

自
然
観
察
会
な
ど
地
域
の
人
に
も
親
し
ま
れ
て

い
る
東
大
理
学
研
究
科
付
属
植
物
園

（
５
月
２３

日
、
京
都
市
左
京
区

上
示
都
大
北
部
構
内
）

機
能
が
あ
る
と
指
摘
。
「自
然
へ
の

興
味
を
持

っ
た
子
ど
も
た
ち
を
、

親
も
含
め
て
ど
の
よ
う
に
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
け
る
か
」
と
課
題
を
挙

げ
、

「植
物
園
を
大
切
に
す
る
こ

と
は
文
化
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

博
物
館
の
よ
う
な
研
究
機
能
も
持

た
せ
、
社
会
的
要
求
に
こ
た
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
」
と
話
し
た
。

一
方
、
湯
杏
貫
和

・
総
合
地
球

環
境
学
研
究
所
教
授

（植
物
生
態

学
）
は

「
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
る
前

に
京
大
植
物
園
で
研
究
の
方
向
性

を
確
か
め
、
自
然
の
感
覚
を
つ
か

ん
だ
。
研
究
室
の
そ
ば
に
植
物
園

が
構
内
に
あ
る
こ
と
は
大
切
」
と

目́
り
の
経
験
を
元
に
、
キ
ャ
ン
パ

ス
に
植
物
園
が
あ
る
価
値
を
強
調

し
た
。
考
う
２
本代
表
で
司
合
勇
稔
め

た
川
那
部
浩
哉

・
滋
賀
県
立
琵
琶

聾

黎

層

景
奄

警

で

考
え
を
」と
を
他
像
腸
菌
に
広

げ
て
い
け
れ
ば
」
と
、
今
後
の
議

論
に
期
待
を
込
め
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
ま
と
め
た
。
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